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Abstract
  The structure of population in Taiwan now is that the population of the aged is increas-
ing rapidly. And there is not enough young people to support the aged because of the low 
birth rate. So it is definitely important for the aged to be self-independence. Sports are 
beneficial for them to make a better life. 
  In this study, we want to analyze the current situation of the aged about sports in Tai-
wan. We also want to use the method of questionnaire to make a research not only in 
Taiwan but also in Japan to take a reference.
  The research shows that from the satisfaction of sports, the club class is the highest. 
This result is the same as what Nakamura has did in 2002. People who pay attention to 
the continuity, rationality, sense of organization and self-discipline of the sports have high-
er satisfaction of doing sports. If there are sports classrooms or comprehensive territorial 
sports clubs in Taipei city like the same as in Japan·Shibatamachi, the aged will have a 
better sports place and they can also communicate with each other. There are four fac-
tors to extend healthy lifespan: sports, nutrition, sleep and social participation. If they can 
join the sports clubs, the rate of social-participation will be enhanced. So the Taiwan gov-
ernment maybe need to learn from Japan to make plans to promote the lifestyle of sports 
in Taiwan. 
  Key words: Physical Activities in Daily Life, Elderly, Taipei City, Fundamental Research
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Ⅰ．序論
１．研究背景
日本の高齢化率は 1970 年には 7％、
1994 年には 14％、2007 年には 21％となり
超高齢社会に入った。2016年は26％になっ
ており、そのことから四人のうち一人は
高齢者ということになる。台湾の場合は、
1993 年には高齢化率は 7％になり、2018
年には 14％、2026 年には 20％に達すると
予想されている。台湾は現地点ではまだ高
齢社会には入っていないものの、高齢化は
進んでいる。日本の場合は高齢社会から超
高齢社会まで 13 年間を経ているのに対し
て、台湾の場合は推測ではあるが 8 年間で
超高齢社会を迎えると予想されている。
高齢者の増加とともに、老人の生活の質
（QOL）に注意しなければならない。人が
年を取るに従って、身体機能の衰退と老化
になり、病気を引き起こしやすい。そのた
め、適当な運動を行い、身体各部分の機能
を上げることにより、抵抗力を増加させ、
肥満、高血圧と糖尿病などの慢性疾病の罹
患率を下げることが重要である。運動活動
への参加を通して高齢者の方々は心の帰属
感を上げることができるし、さらに良い健
康的な生活をおくることができる（徐ら，
2009）。
台湾においては、高齢化の進展が速いこ
と、そして少子化もあり高齢者を支える力
が足りないことが問題である。そのため、
自分ができることは自身で行い、自力で生
活することが求められる。この中で、運動
の役割は重要であると思う。自分の健康意
識を高めることにより、運動を実施する人
が増加する。これらのことにより、高齢者
の運動生活に着目する必要があると考え
る。
２．先行研究の検討
高齢者と健康・運動・スポーツにまつわ
る研究は日本においては各分野でなされて
きている（冨山ら，1991、高橋，2009、上
田ら，2010 など）が、台湾においてはあ
まり見られない。また、運動生活という観
点で高齢者の生活を分析しようとした研究
は日本においてもほとんどなされていな
い。ここに本研究の意義、すなわち台湾や
日本において当該研究の蓄積がなされてき
ていない実情を改善できる可能性を見出す
ことができると考える。
本研究と類似した研究として、木戸ら
（2015）は高齢者の新たな運動者行動によ
るスポーツサービスを検討した結果、現代
における特徴な運動者である高齢者の固有
なスポーツ特性・スポーツ行動、運動生活、
ライフスタイル実態を明らかにした。また、
運動者行動研究では、運動生活、ライフス
タイルを踏まえたスポーツサービス開発へ
の期待や重要性を示唆した。それらの結論
を踏まえ、高齢者を対象としたより適合的
なスポーツサービス、及びマネジメントの
ためには、運動者行動分析の視点から、他
地域など対象者を拡大した分析が必要であ
ると同時に、提案されたサービスの実証な
らびに有効性の検討が、今後の課題である
と示した。
３．研究目的
本研究の目的は、台湾台北市における高
齢者の運動生活の現状について分析し、基
礎的なデータを蓄積することである。そこ
でのデータと日本の事例等も参考にしつ
つ、これからの台湾における高齢者の生活
のあり方について、実践的な示唆を試みる。
Ⅱ．研究の方法
1．用語の説明
運動生活とは、行うスポーツの「場」を
めぐる運動者行動が個人の生活の中にどの
ように組み合わされて定着しているかとい
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う運動者の生活のことを指す。
行うスポーツの 3 つの場面をめぐって運
動者が接近行動をとるか逃避行動をするの
かを組み合わせて分類したものが、運動生
活の類型的把握（運動生活の 8 類型）であ
る。スポーツサービスへの対応から、3 つ
の運動の場に関わっている CAP から、い
ずれの場にも関わりのない S まで 8 つの群
に類型化される（表 1）。
２．調査方法
調査方法は、アンケート調査法を用い
た。調査期間は 2017 年 2 月 14 日から 3 月
15 日までで、台北市内の大安区、中山区
と松山区で調査を実施した。調査対象は、
台北市において生活する中高年者 232 名で
ある。232名分のアンケートを回収したが、
その内 65 歳以上の人は 185 名、65 歳未満
の人は 47 名であった。今回の研究では 65
歳未満の方々は対象として除外したことか
ら、有効回答（有効回答率）は 185（79.7%）
であった。日本においては宮城県の柴田町
にある船迫生涯学習センターと他数ヵ所で
調査を実施した。調査期間は 2017 年 9 月
20 日から 9 月 30 日までであった。調査対
象は、柴田町の高齢者 183 名である。有効
回答（有効回答率）は 149（81.4%）であった。
調査項目はどちらも「個人的属性」（性別、
年齢、生活状態、学歴、健康状態等）、「運
動状況」（運動項目、運動頻度、運動の目
的等）、「運動生活」（運動実施の状況、運
動を行う場所等）等とした。
３．分析方法
本調査では、収集されたデータに対し
EXCEL を用いて、基礎集計・クロス分析
を行った。運動状況や運動生活等の集計を
まずは国別、男女別に行い、国ごとの性差
を把握する。次に項目間のクロス分析も実
施した。
４．調査対象地域の特性
1）台湾台北市地域の特性
今回の調査対象地域は台湾台北市で
ある（図 1）。台湾の人口数は 23,571,227
人である。台北市の 2017 年の人口数は
2,690,813 人、この中で年少人口は 372,651
人（13.84%）、生産年齢人口は 1,890,457 人
（70.25%）、老年人口は 427,705 人（15.89%）
である（行政院内政部統計處「人口数統
計」）。
台北市は台湾の首都で、人口数は第四位、
人口密度は第一位で、面積は約 272 平方キ
ロメートルで四方を新北市に囲まれてい
る。台北市の行政区は 12 に分けられ、各
区には１つのスポーツセンターと公園が数
（中村（2002）による）
表 1　運動生活の類型と階層
（台北市政府民政局「統計資料」、台北市政府主計処「土地
人口」、台北市政府体育局「公園緑地」から作表）
図 1　台湾台北市行政区画
表 2　台湾台北市行政区面積と人口数（2017 年）
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十カ所設置（表 2）されている。
今回の調査場所は台北市内の大安区、中
山区と松山区となっている。この三区の運
動施設のまとめは表 3に示す。
2）日本柴田町地域の特性
日本の調査対象地域は宮城県柴田町であ
る。柴田町の 2016 年の人口数は 38,299 人、
この中で年少人口は 4,759 人（12.43%）、生
産年齢人口は 23,014 人（60.09%）、老年人
口は 10,526 人（27.48%）であった。
近年、地域住民の人間関係が希薄となり
精神的なストレスの増大や、体を動かす機
会の減少による体力・運動能力の低下など、
心身両面にわたる健康上の問題も増加して
いる。このような社会状況の中で「スポー
ツ」の果たす意義・役割を考えるとき、住
民のスポーツへの主体的な取り組みを基本
として、住民のニーズや期待にこたえ「い
つでも」「だれでも」「いつまでも」スポー
ツ活動を継続的かつ生涯にわたってスポー
ツと親しめるよう環境を整備する必要があ
るという基本目標のもと、2016 年に柴田
町スポーツ推進計画が策定された（柴田町
教育委員会，2016）。
2015 年 3 月 22 日には柴田町総合型地域
スポーツクラブ 1）が設立された。クラブで
提供されるスポーツ・レクリエーション種
目としてはスポーツ広場、エアロビクス、
ラジオ体操、ヨガ教室、水中トレーニング
教室、ボート体験教室がある。設立による
効果は「地域住民間の交流が活性化した」、
「地域で子供たちの成長を見守る機運が高
まった」、「元気な高齢者が増えた」、「子ど
もたちが明るく活発になった」、「地域住民
のスポーツ参加機会が増えた」といったこ
とがあげられている（柴田町体育協会）。
Ⅲ．結果及び考察
１．台湾台北市の現状
1）個人的属性
台湾台北市の対象者の個人的属性につい
て、性別では、「男性」85 人（45.9%）、「女
性」100 人（54.1%）である。平均年齢は
73.4 歳であり、標準偏差は 7.5 歳である。
次に生活形態は、「夫婦」が最も多く 84
人（45.4%）、次いで「2 世代暮らし」49 人
（26.5%）であった。男性の健康状態は「良
い」と「とても良い」と思っている対象者
は61.2%と女性より17ポイント程度高かっ
た。女性より男性の方が健康状態が良いと
認識しているが、生活の楽しさに対する男
女差はほとんどなかった。
2）運動状況
運動状況について、運動習慣は「ある」
130 人（70.3%）、「ない」51 人（27.6%）であっ
た。男女ともウォーキングを実施している
高齢者が 96 人（51.9%）で、運動・スポー
ツの実施頻度では「5回以上」72 人（38.9%）、
次いで「1 回以下」36 人（19.5%）が順に
多い結果を示した。運動の目的で多いのは
男女とも、「健康のため」126 人（68.1%）
であって、効能も「健康」が 82 人（44.3%）
と多かった。健康と認識できていると、運
動の満足度も高くなると考えた。
3）運動生活
運動生活について、全体の類型別では、
「A」が最も多く 120 人（64.9%）、次いで、「S」
が 26 人（14.1%）となっている。階層別で
は、「A階層」が最も多く 133 人（71.9%）、「S
階層」26 人（14.1%）、「C階層」8人（4.3%）、
「P階層」が最も少なく 7人（3.8%）である。
これらは、運動状況で週 5 回以上の運動実
施者が最も多い状況と合わせて、対象者は
クラブやプログラムへ参加するタイプでは
なく、自律・個人的に運動・スポーツを実
（台北市政府体育局「台北市運動地図資訊網」から作成）
表 3　3つの区の運動施設（まとめ）
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践していることが示された。運動の行い方
は男女とも「自分の家や近くの空地・公園・
道路などで自由に運動している」人が多い
状況であり、主に「体力回復・増強」を期
待していた。
さらに期待されるものについて、台北市
の対象者の全体を見ると「身体面」（32.2%）、
「精神面」（39.8%）、「社会面」（27.9%）で
ある。男性らは「身体面」（28.8%）、「精神面」
（39.7%）、「社会面」（31.5%）である。女性
らは「身体面」（35.0%）、「精神面」（39.9%）、
「社会面」（25.1%）である。全体としては、
「社会面」は男性において、「身体面」は女
性においてやや多く期待される傾向にあっ
た。
4）経費負担
経費負担について、余暇生活としてのス
ポーツや趣味活動の経費負担では、男性の
学歴が女性より高かったこともあってか、
経費負担の役割は利用者全額負担と両方負
担の方が多かったと考えた。また、男女と
も「学校施設の高熱水費」、「市民体育祭り」
や「体力相談」については税金全額負担と
思う者が多かった。
２．日本柴田町の現状
1）個人的属性
対象者の個人的属性について、性別では、
「男性」42 人（28.1%）、「女性」107 人（71.8%）
である。平均年齢は 73.9 歳であり、標準偏
差は 6.2 歳である。男性の学歴が高いから
か、健康意識が高く健康との認識は女性よ
り高かった。男性の健康状態が高いからか、
生活の楽しさも高くなっていると考える。
2）運動状況
運動状況について、対象者の運動状況を
見ると、男性は週 5 回以上、毎回 50 分以
上の運動を実施している者が多く、そこで
行われている種目は、主に「ウォーキング」
である。運動の目的で多いのは「健康」の
ため、実際の効能も「健康」である。全体
的に見ると、男性の運動満足度はやや高い。
女性は週 2 回、毎回 50 分以上の運動を実
施する者が多く、主に好まれている種目は
「ウォーキング」である。運動の目的で多
いのは「健康」で、実際の効能は「健康」、「気
持ち良い」と「体力の維持・向上」であった。
3）運動生活
運動生活について全体の類型別では、
「A」が多く 35 人（23.5%）、次いで、「CP」
20 人（13.4%）、「C」19 人（12.8%）、「CAP」
17人（11.4%）となっている。階層別では、「C
階層」が最も多く 63 人（42.3%）、「A階層」
42 人（28.2%）、「P階層」11 人（7.4%）、「S
階層」11 人（7.4%）である。
男女とも「運動のクラブやサークル、同
好会に入って運動している」という状況で
運動を実施しており、期待されるものは「体
力回復・増強」、「ストレス解消」と「地域
の人たちとの交流を深めること」である。
男女とも運動しない理由は「病気やけがな
どの理由で、運動が行えなかったから」で
ある。
さらに期待されるものについて、柴田町
の対象者全体を見ると「身体面」（32.7%）、
「精神面」（45.8%）、「社会面」（21.5%）で
ある。男性らは「身体面」（39.7%）、「精神面」
（38.2%）、「社会面」（22.1%）である。女性
らは「身体面」（30.2%）、「精神面」（48.6%）、
「社会面」（21.2%）である。全体としては、
「身体面」は男性において、「精神面」は女
性においてやや多く期待される傾向にあっ
た。
３．運動生活の階層別比較
豊かな運動生活のための条件をどの程
度高いレベルで充足できるかという観点か
ら、運動生活の豊かさをランクづけしよう
とするのが、運動生活の階層的把握である
（中村，2002）（表 4）。
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1）台湾台北市の階層別比較
運動生活の階層別比較について、運動の
継続性、合理性、組織性や自律性が多く含
まれる運動実践者は運動を通した満足度が
高くなることがわかる。運動の目的が健康
のためと答えた台北市の対象者は、A 階層
で自律的に運動している者が一番多く、次
いで C 階層、P 階層の順である。もともと
健康のために運動を実施する台北市の対象
者の中で、実際に運動をして気持ち良いと
思った者はC階層 25.0% が一番多く、次い
で A 階層 18.0%、P 階層 14.3% であった。
運動を通した良好な人間関係も増加してお
り、P階層で 14.3%、C階層で 12.5% であっ
た。健康や体力の水準が運動生活と関わり
があり、運動生活の階層によって健康や体
力の状況が異なることを示唆している。生
活が楽しいと思う台北市の対象者は全体で
67.6%、この中で P 階層が一番多く、次い
で A 階層、C 階層の順であった。継続的
に運動を行う C・A 階層は生活の楽しさを
普通と回答する人がそれぞれ 37.5%、28.6%
おり、一方 P階層では 0%であることから、
適度な運動が生活の楽しさと関係してくる
と推察される。運動の実施頻度で、レベル
が高い階層には継続性と自律性が高くなる
ことが見受けられた。
2）日本柴田町の階層別比較
柴田町では、満足度が高い人は C 階層
と A 階層であった。しかし、不満と回答
する対象者は P 階層が一番多く 18.2％で
あって、これは継続性が伴わないことから
十分に運動できているという感覚が得られ
ないからだと考える。運動の目的が健康
のためと答えた対象者は P 階層が一番多
く、次いで A 階層、C 階層の順であった。
A 階層の対象者においては、健康の目的だ
けではなくて、趣味を目的とする人も多く
21.4％を占めている。また C 階層では人間
関係を豊かにするといった目的がある者も
11.1% とやや多く見られた。
Ⅳ．結論
本研究において、運動の満足度が高い対
象者は階層別で C 階層、A 階層、P 階層、
S 階層の順である。これと中村（2002）が
示す豊かな運動生活の順序とが台北市と柴
田町も、ともに同じであった。運動の継続
性、合理性、組織性や自律性が多く含まれ
る運動の行い方をする対象者は、運動をす
る中で満足度が高まっていた。
今後は、柴田町の「健康づくり運動サポー
ター事業」（運動教室）や「総合型地域ス
ポーツクラブ」の様なスポーツクラブを作
ることにより、台北市の高齢者は運動がで
きるし、他の住民とも交流できる。高齢者
に対して、健康のために正しい健康知識と
正しい運動方法を伝えることは非常に大事
なことである。今回の結果は、台北市の高
齢者は A 階層が一番多く、これも良い傾
向ではあるが、スポーツクラブに参加する
と、もっと豊かな運動生活になるといえよ
う。少子高齢化に伴って、高齢者たちの運
動との関わりが重視されている。健康寿命
を延ばす要素は運動、栄養、睡眠と社会参
（中村（2002）を簡略化）
表 4　豊かな運動生活の視点
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与である。総合型地域スポーツクラブに参
加すると、交流の機会は増えるし、人と関
わりもあって、そのことは社会参与の一つ
でもある。
Ⅴ．課題及び実践的示唆
今回の研究方法において、台北市では無
作為抽出法を念頭に置きアンケート調査を
実施したものの、実際の調査地域が台北市
全体を網羅しているとは言えず、やや地域
的な偏りがあった点は否めない。また、実
際高齢者は屋内が主な生活の場という方々
もいるが、今回は屋外にいる方々が対象と
なったことから、高齢者の中でも比較的活
動的な方々が多かったのではないかと推察
される。
結果によると、台北市の高齢者はスポー
ツ教室、地域スポーツクラブの活動での施
設使用料と指導者の謝金について、全体的
に両方負担を希望していた。
総合型地域スポーツクラブは多種目、多
世代、多志向の三つ要素があるので、台湾
台北市の高齢者に適合すると考える。
台湾政府や台北市は日本のスポーツ基本
計画や地方のスポーツ推進計画といったス
ポーツ施策の策定に努め、それらの計画に
基づき運動教室を開催したりスポーツクラ
ブを作ったりする等、スポーツ政策面での
整備が必要なのではないだろうか。
台北市に住んでいる住民が経費の負担が
あまりかからず利用ができるように経営す
べきであろう。運動しながら、交流もでき
るので、住民にとっては貴重な場となるに
違いない。未来の台北市の高齢者に対して、
人が集まっている場で運動することやそこ
で交流することが重要である。
注釈
1） 総合型地域スポーツクラブ：人々が、身
近な地域でスポーツに親しむことのでき
る新しいタイプのスポーツクラブで、（1）
子どもから高齢者まで（多世代）、（2）様々
なスポーツを愛好する人々が（多種目）、
（3）初心者からトップレベルまで、それ
ぞれの志向・レベルに合わせて参加でき
る（多志向）、という特徴を持ち、地域
住民により自主的・主体的に運営される
スポーツクラブをいう。
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